
中部地整

u
s
m年
度
の
試
行
結
果
活
用

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
は
よ
し
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)

の
試
行
導
入
に
つ
い
て
、

2
0
1
4年
度
以
降
、
成
果
の
検
証
を
本
格
化
す
る
。
同
局
は
ロ
年
度
、
国
道
1
5
5号

豊
田
南
バ
イ
パ
ス

(
B
P
)
の
詳
細
設
計
で
C
I
Mを
初
め
て
試
行
。
日
年
度
は
、
予
備
設
計
な
ど
業
務
3
件
、
工

事
2
件
で
試
行
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
受
注
者
と
契
約
し
た
。
予
備
設
計
の
次
は
詳
細
設
計
、
詳
細
設
計

の
次
は
工
事
、
工
事
の
次
は
維
持
管
理
と
い
っ
た
形
で
順
次
、
試
行
で
得
ら
れ
た
3
次
元
デ
i
タ
を
活
用
し
、

c
I

M
の
有
効
性
を
検
証
し
て
い
く
。

c
I
M
は
、
土
木
構
造
物
一
で
の
試
行
を
進
め
て
き
た
。
一
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
中
一

1
件
、
工
事
2
件
で
C
I
M
一

の
3
次
元
デ
l
タ
を
核
と
し
一
現
在
、
導
入
計
画
の
見
直
し
一
部
支
庖
(
名
古
屋
市
中
村
区
)
一
を
試
行
す
る
。
一

て
、
周
辺
環
境
や
部
材
、
コ
一
を
行
っ
て
お
り
、
先
導
的
な
一
に
委
託
し
、

3
次
元
デ
i
タ
一
業
務
の
3
件
に
つ
い
て
十

ス
ト
と
い
っ
た
関
連
す
る
情
一
導
入
事
業
の
在
り
方
な
ど
を
一
を
使
用
し
た
設
計
を
行
っ
一
は
、
年
度
末
に
提
出
さ
れ
る
一

報
を
H

ひ
も
付
け
μ

し
、
調
一
検
討
し
て
い
る
。
一
た
o
U年
度
以
降
、
同
地
区
一

3
次
元
デ
i
タ
な
ど
の
成
果
一

査
・
設
計
・
工
事
・
管
理
と
一
中
部
地
整
は
ロ
年
度
、
愛
一
で
の
工
事
を
行
う
際
は
、
作
一
物
を
、
日
年
度
の
次
の
作
業
一

い
っ
た
事
業
全
体
の
サ
イ
ク
一
知
県
三
河
地
域
で
整
備
を
進
一
成
し
た
デ
!
タ
を
ど
の
よ
う
一
で
ど
の
よ
う
に
生
か
せ
る
か
一

ル
を
効
率
化
す
る
技
術
。
国
一
め
て
い
る
国
道
1
5
5
号
豊
一
に
生
か
す
か
検
証
し
て
い
一
確
認
す
る
。
一

交
省
は
こ
れ
ま
で
、
日
年
度
一
回
南
B
P
の

「

横

山

地

区

道

一

く

。

一

工

事

2
件
は
、
い
ず
れ
も
一

を
目
標
と
し
た
ロ
!
ド
マ
ッ
一
路
詳
細
設
計
業
務
」
で
C
I
一
日
年
度
は
、
予
備
設
計
と
一
受
注
者
の
希
望
に
よ
り
C
I
一

プ
に
の
っ
と
り
、
直
轄
事
業
一

M
を
初
め
て
試
行
。
オ
リ
エ
一
詳
細
設
計
、
地
質
調
査
で
各
一

M
を
試
行
す
る
こ
と
に
し
一

た
。
施
工
時
に
作
成
し
た
デ

ー
タ
を
、
完
成
後
の
維
持
管

理
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
か
を
検
討
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
新
規
の
工
事

業
務

の

、

【建設ICT】

1.日経 2.朝日 3.毎日
4.産読売 5.岐阜 6.中日
7. 経 8.静岡 9.伊勢
10.建中部経済 O建通 12日刊工業
13. 設通信 14信濃毎日 15日本海事
16.建設工業
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